
南アフリカ世界選手権水泳競技大会報告 
 

２００６ IPC Swimming World  Championships 
 

 
日本選手団 監督 滝元 良一 

 
参加選手   ４９ヶ国、約５００名 
日本選手団  ３１名 
        選手 １７名 （男性１１名、女性６名） 

（立位７名（内４名ブラインド）車椅子６名）   
           スタッフ等 １４名 （団長 1 名、監督１名、医師 1 名、コーチ兼トレーナー２名、

コーチ９名【添乗員 1 名含む】） 
 
期  間   平成 1８年１１月２６日（日）～１２月１０日（日）（１５日間） 

※ 大会は１２月２日～８日の７日間（競泳は６日間、7 日はオープンウオーター） 
１１月２６日    関西国際空港集合、 出発 

 
場  所   SOUTH AFRICA（ダーバン市 キングスパーク アクアティックセンター 

 （室内長水路プール）） 
      行程 

11 月 26 日  関空出発、香港着、ヨハネスブルグ行き乗換え 
      =日付変更線= 

11 月 27 日  午前ヨハネスブルグ発、ダーバン着 午後 4：00 ホテル到着 
11 月 28 日  午前クラス判定３名  
~12 月 1 日  公式練習日（競技用プール・指定プール）、午前・午後練習各１時間 
12 月 2～７日 競技日（午前 9:00 予選、午後 4:00 決勝）、＊記録は別紙参照 
12 月 8 日   IPC 水泳総会、帰国準備 
12 月 9 日   ダーバン出発（帰国） 

      =日付変更線= 
       12 月 10 日  日本到着、解散（夜間到着のため一部関空宿泊） 
 
クラス判定等 
  肢体障害 坂本 広  Ｓ９／ＳＢ８／ＳＭ９・・変更無し 

視覚障害 笠本 明里 Ｓ１３／ＳＢ１３／ＳＭ１３・・変更無し 
  視覚障害 木下 明彦 Ｓ１３／ＳＢ１３／ＳＭ１３・・変更無し 
 
競技結果 
    金メダル・・なし、銀メダル・・２個、銅メダル・・2 個 
 
大会の感想 
  大会 6日間で感じたことは、アテネパラリンピックで台頭してきた中国の強さではなく、イギリス・

アメリカ・ウクライナの圧倒的な強さでした。 

金メダルの数もイギリス２４個・アメリカ２３個・ウクライナ２０個で中国は１５個と事前の予想

とは違った結果でした。決勝での優勝タイムは、ほとんどが世界記録で全体のレベルは一段と上がり、

ますます競技性が高まった大会でした。 

特にイギリスはほぼ全てのクラスで優勝にからみ、若い選手も多く世界選手権で金メダルを取るた

めに思いきった選手強化をしてきていると感じました。 

ウクライナも視覚クラスを中心に、重度の障害クラスでもメダルを獲得していました。また、カナ

ダ、ロシア、スペインと肩を並べてブラジル、メキシコの躍進が目立ちました。 



北京パラリンピック開催国の中国が巻き返してくるのは間違いなく、より一層レベルが上がること

と思います。 

日本チームは今回、１７人の選手を要して銀メダルが２個、銅メダルが２個の結果でした。 

 また、3 日目の公式練習中にドーピング検査が行われ、競技外検査に３人が呼ばれました。急な出

来事で付き添うスタッフにも良い経験になりました。 
 

 

今後の課題と評価 
１位がなく、メダル４個と寂しい中、若手の鈴木孝幸、山田拓朗選手がアテネパラ以降伸びてきて

世界で戦える力をつけてきたとことは、たいへん喜ばしい結果でした。また、中村智太郎、奈良恵理

加選手もアテネと同じ種目でメダルを獲得できたことは大きく評価できると思います。 
ほとんどの選手がベスト記録で泳ぎ、決勝に進出したことは、本人にとって大きな経験ができ今後

につながる結果でした。 
そんな中で、４位が６種目・５位が６種目・６位が６種目合計１８種目もあり、メダルを獲得でき

たかもしれない種目もいくつかありました。今後の選手強化は、これらの選手とメダルを獲得した選

手を中心に絞っていかないと、北京パラリンピックではもっと厳しい結果が待ち受けていると強く感

じました。 
 
 

まとめ 
今回は、様子が良く分からない南アフリカでの開催で、治安や乗り継ぎの不安がありました。ヨハ

ネスブルグの空港では空港内の車椅子移動に時間がかかり、乗り継ぎの飛行機に乗れず、危うく当日

中に到着できないところでした。帰りもダーバンからの飛行機に全員が乗れず分散しての移動でした。 
大会中のトランスポーテションも悪く、車椅子用のバスがなく小型のワゴンに乗り込んでの移動で

した。こんなたいへんな状況で、選手の移動を 1 番に朝早くから最後のスタッフが乗り込むまで、コ

ーチとして積極的に働いていただいた添乗員の方には心から感謝する次第です。 
今回２週間もの長期遠征に初めて参加する選手多く、生活面で今までにない問題も起こりました。

帰国後には反省点を整理して、そういった問題が起こらないようにしていきたいと思います。 
 今回の世界選手権では、大きなトラブルもなく比較的スムーズに終了できたように思います。これ

も猪飼団長をはじめ、各コーチの協力によってなしえたこと思います。また、コンディショニングス

タッフも各選手の部屋を回り献身的に行ってくれました。 
長時間での移動、日本と反対の気候、時間であるにもかかわらずベストの更新、また残念な結果に

終わった選手も、それぞれに全力を尽くし頑張っていたことを評価したいと思います。 
今回は世界の強さを知り、

北京へ向けて新たなスター

トがきれた大会でした。選

手のみでなく我々スタッフ

も良い経験、良い勉強をさ

せていただきました。日本

身体障害者水泳連盟また多

くの協力していただいた

方々に感謝すると共にこの

経験をいかして今後の障害

者水泳が発展していくよう

努力していきたいと思いま

す。ありがとうございまし

た。 
 



平成１８年９月１５日 

 

日本身体障害者水泳連盟 

 

 

ＩＰＣ世界水泳選手権大会選手・役員の派遣決定について 

 

 

標記について、６月１３日付派遣方針に基づいて、選考の結果下記選手・役員を派遣するこ

とに決定いたしました。 

 

 

記 

 

 

１ 選  手    奈良恵理加，江島大佑，中村智太郎，鈴木孝幸，山田拓朗，笠本明里， 

          北村友里，河村有香，杉内周作，前田大介，木村潤平，細川将， 

          石浦智美，藤田多佳子，中村英倫，木下明彦，坂本広 

 

以上17名 

 

２ 役員など    猪飼聡，滝元良一，山口美樹，橋由美，森井貴志， 

小西暢子，陶山三千也，辻奥沙織，島樹，星野英子，下村京子， 

ロスみさき，寺田雅裕，峰村史世，柳田実 

 

以上15名 

 



 2006IPC World Swimming Championships

日程 氏名 性別 ｸﾗｽ 種目 予選ﾀｲﾑ 着 出場 決勝ﾀｲﾑ 着 出場 備考

細川  将 M S8 100m Freestyle 1:08.29 15 24 - - -

石浦 智美 F S11 100m Freestyle - - - 1:31.05 5 5

山田 拓朗 M S9 100m Butterfly 1:06.40 9 19 - - -

1:21.53 1:22.74

3:04.27 3:01.16

江島 大佑 M S7 100m Backstroke 1:20.63 5 13 1:21.61 8 8

河村 有香 F S5 50m Freestyle 45.31 7 18 46.31 5 5

藤田多佳子 F S5 50m Freestyle 49.03 11 18 -

鈴木 孝幸 M S5 50m Freestyle 39.16 7 16 39.71 7 7

山田 拓朗 M 4×100m Freestyle Relay 59.78 59.78

細川  将 M 1:05.01 2:07.79

坂本　　広 M 1:05.96 3:13.75

木村　潤平 M 1:12.60 4:26.35

奈良恵里加 F S6 100m Freestyle 1:26.25 5 13 1:23.59 4 8

前田　大介 M S6 100m Freestyle 1:18.06 9 19 - -

木村　潤平 M S7 100m Freestyle 1:12.98 7 16 1:13.61 8 8

1:38.73

3:24.27

5:08.25

6:53.09

山田　拓朗 M S9 100m Backstroke 1:14.09 17 22 - - -

中村　英倫 M S9 100m Backstroke 1:21.39 22 22 - - -

細川　　将 M S8 100m Butterfly 1:14.88 9 12 - - -

笠本　明里 F S13 100m Freestyle 1:14.09 14 14 - - -

杉内　周作 M S13 100m Freestyle 1:02.30 16 22 - - -

木下　明彦 M S13 100m Freestyle 1:01.24 14 22 - - -

2:01.96 2:02.12

- -

北村　友里 F SB5 100m Breaststroke 2:03.41 5 11 2:06.02 6 8

石浦　智美 F S11 100m Backstroke 1:38.70 10 11 - - -

木村　潤平 M SB6 100m Breaststroke 1:38.60 6 14 1:37.40 6 8

中村智太郎 M SB7 100m Breaststroke 1:26.51 1 12 1:24.91 2 8 銀メダル

山田　拓朗 M S9 100m Freestyle 59.08 4 34 58.62 3 8 銅メダル

坂本　　広 M S9 100m Freestyle 1:07.00 34 -

1:23.45 -

2:54.38 -

1:40.86 1:43.01

3:29.99 3:33.87

1:46.92 1:46.58

3:43.70 3:40.71

1:30.17 1:28.94

3:11.14 3:08.34

杉内　周作 M SB13 100m Breaststroke 1:17.66 11 13 -

34p 4×100m Medley Relay

12月4日

4SM4 150m Individual Medley 3

M SM8

6 7

12月2日

12月3日

鈴木　孝幸 M

石浦　智美 F

8

34p

笠本 明里 F SM13 200m Individual Medley 8
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-
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8200m Freestyle 8藤田多佳子 F S5

河村　有香 F S5
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 2006IPC World Swimming Championships

日程 氏名 性別 ｸﾗｽ 種目 予選ﾀｲﾑ 着 出場 決勝ﾀｲﾑ 着 出場 備考

江島　大佑 M S7 Ba 1:21.62 1:22.05

中村智太郎 M SB7 Br 2:50.97 2:49.03

山田　拓朗 M S9 Fly 4:03.76 3:57.01

細川　　将 M S8 Fr 5:12.17 5:04.95

1:11.19 1:09.87

2:29.72 2:26.95

1:27.89

3:03.86

4:42.39

6:23.88

1:25.48

3:00.01

4:35.85

6:12.50

1:19.66 1:19.13

2:43.12 2:43.48

4:08.61 4:08.25

5:33.62 5:32.13

笠本　明里 F S13 100m Butterfly 1:27.87 9 9 - - -

山田　拓朗 M SB8 100m Breaststroke 1:24.58 9 9 - - -

細川　　将 M SB8 100m Breaststroke 1:25.99 10 10 - - -

1:06.50 -

2:18.69 -

3:31.52 -

4:42.07 -

藤田多佳子 F SB3 50m Breaststroke - - - 1:18.92 4 5

鈴木　孝幸 M SB3 50m Breaststroke 51.77 1 11 52.49 2 8 銀メダル

笠本　明里 F S13 50m Freestyle 32.56 13 15 - - -

杉内　周作 M S13 50m Freestyle 28.27 17 21 - - -

木下　明彦 M S13 50m Freestyle 27.29 13 21 - - -

- -

DNS -

1:28.96 1:27.82

3:06.62 3:04.69

奈良恵里加 F S6 50m Freestyle 40.31 4 15 37.95 3 8 銅メダル

前田　大介 M S6 50m Freestyle 35.10 10 24 - - -

木村　潤平 M S7 50m Freestyle 34.22 9 15 - - -

細川　　将 M S8 50m Freestyle 30.04 10 22 - - -

山田　拓朗 M S9 50m Freestyle 27.28 5 39 27.04 5 8

中村　英倫 M S9 50m Freestyle 32.00 38 39 - - -

坂本　　広 M S9 50m Freestyle 29.21 21 17 - - -

河村　有香 F S5 100m Freestyle 1:40.49 8 17 1:40.90 8 8

藤田多佳子 F S5 100m Freestyle 1:46.84 11 16 - - -

鈴木　孝幸 M S5 100m Freestyle 1:28.64 8 12 1:28.00 8 8

北村　友里 F S6 50m Butterfly 1:05.67 10 11 - - -

8 8

66SM9 200m Individual Medley山田　拓朗 M

400m Freestyle奈良恵里加 F S6 -

12月5日
11 -S6 400m Freestyle前田　大介 M

- 6

木村　潤平 M

9 -

12月7日

7

12月6日

-

S9 400m Freestyle山田　拓朗 M

木村　潤平 M

北村　友里 F

DQSM7 200m Individual Medley

6 6S7 400m Freestyle

-SM6 200m Individual Medley

6

6

-

8

11

6

11

-

8

11

6

25

6

-

--

-



 2006IPC World Swimming Championships

日程 氏名 性別 ｸﾗｽ 種目 予選ﾀｲﾑ 着 出場 決勝ﾀｲﾑ 着 出場 備考

江島　大佑 M S7 50m Butterfly 35.37 4 11 34.88 4 8

笠本　明里 F S13 100m Backstroke 1:19.00 5 11 1:18.48 5 8

杉内　周作 M S13 100m Backstroke 1:16.32 12 12 - - -

石浦　智美 F S11 50m Freestyle - - - 38.35 5 6


	06IPC南ア世界選手権報告書.pdf
	世界選手権派遣決定（ホームページ掲載）
	櫻井加工ーJPC報告用記録
	JPC報告用


